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ウヴェ・リヒタ教授 
 
生年月日  1950 年 8 月 16 日 
国 籍   ドイツ国籍 
現 住 所   岩手県岩手郡雫石町南畑 33 地割 57-5 
略 歴 
• 昭和 47～51 年 
• 昭和 51 年 
• 昭和 52 年 
• 昭和 55 年 
 
• 昭和 57 年 
～ 平成 9 年 
• 昭和 61 年 
• 平成  9 年 
 
• 平成 14 年 
ハイデルベルク大学 修士修了（中国学、政治学、歴史学専攻） 
中国留学（北京語言学院） 
北京大学 入学（歴史学、哲学、文学等専攻） 
北京大学 卒業 
東京ドイツ文化センター及び欧日協会（ドイツ語教師） 
岩手医科大学（ドイツ語外国人講師） 
 
ハイデルベルク大学 博士号（文学）取得 
岩手県立大学 助教授 
（ドイツ語、20 世紀社会史、中国・韓国・日本比較文化） 
岩手県立大学 教授 ～ 現在に至る  
業 績 
■ 著 書 
□ 単 著 
• “Die Kulturrevolution an der Universitaet  Beijing Institut fuer Asienkunde.” (Hamburg) 
• 『北京大学の文化大革命』岩波書店 
• 『ヒトラーの長き影』三元社 
• 『ヒトラーの長き影』民族出版社（北京、中国語版） 
昭和 63 年 
平成   3 年 
平成   6 年 
平成 12 年 
□ 共 著 
• 『北京大学の文化大革命』民族出版社（北京、中国語版） 平成 12 年 
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■ 学術論文 
□ 単 著 
• “The Strike at Zhongguo Renmin University in October 1979 : 
 A Social Conflict in the People's Republic of China” 
（岩手医科大学教養部『研究年報』第 17 号） 
• “Verschlussache : Wahlkampf 1980. Ein interner Bericht zur Lage der 
Studentenbewegung in China” 
（Internationales Asienforum 1984.No.3/4） 
• 「ドイツの対トルコ戦車輸出－その変わらぬ外交政策」 
（岩手県立大学総合政策学会『総合政策』第 2 巻第 3 号） 
• 「“アジア”という概念と 19 世紀終わりから 1945 年までの汎アジア
運動」（日本韓国語教育学会『韓国語教育研究』 第 1 号） 
昭和 57 年 
 
 
昭和 59 年 
 
 
平成 12 年 
 
平成 23 年 
□ 共 著 
• 「ドイツの転回」（『世界』岩波書店） 
• 「宮沢賢治が創った「ケンタウル祭」の由来と意義－短歌や「銀河
鉄道」とドイツ語・ドイツ文化との関わりをめぐって－」（岩手県
立大学総合政策学会『総合政策』第 11 巻第 1 号） 
平成 12 年 
平成 21 年 
■ 翻 訳 
• “Sechs Japanische Maerchen（六つの日本の昔話）”【共訳】 
（岩手医科大学教養部『研究年報』第 26 号） 
• K.バイエルツ, K.シュミット著「脳死の妊婦とその生きている胎児」
【共訳】 
（岩手医科大学医事学研究会『医事学研究』第 9 号） 
平成   3 年 
 
平成   6 年 
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正名と言霊 ―中国と日本における異なるコミュニケーション
パターンの起源に関する考察― 
“Rectification of Names” and “The Soul of the Word”: Some 
Thoughts on the Origins of Different Communication Patterns in 
China and Japan 
 
ウヴェ・リヒタ（高等教育推進センター）1) 
 
Abstract 
 
Communication patterns in China and Japan are strikingly different, and this paper holds that the 
origins of this difference can be found in two key words of two texts that are of supreme 
importance for Chinese and Japanese culture: “Rectification of Names” (zhengming) in the 
Analects of Confucius, and “the Soul of the Word” (kotodama) in Manyōshū, the earliest collection 
of Japanese poetry from before the end of the 8th century.  
The paper evaluates the importance (or non-importance) of “the word” in the basic 
religious-philosophical systems of Shamanism, Confucianism, and Buddhism and examines some 
concrete aspects of language and communication, such as “space”, “man”, and “self”, and the 
importance of poetry, grammar, rhetoric, and state examinations in the development of patterns of 
communication in China and Japan.  
 
キーワード：コミュニケーションパターン、中国と日本の言語文化比較、正名論、言霊 
 
１． はじめに 
日本語学者である森田良行は、著書『日本人の発想、日本語の表現：「私」の立場がこと
ばを決める』の中で、次のようなエピソードを残している。中国人が友人を見舞いに病院
へ行き、言う。「本当に具合が悪そうだね。よく休んでくれ。会社のことは心配しなくても
いいよ。数日間君が休んだところでめちゃくちゃになるわけじゃない」（森田 p. 132-134）。 
もしこの患者が日本人で、突然「具合が悪そうだ」などと言われたら、ショックを受け
るだろう。そのうえ会社が自分がいなくても大丈夫などと言われたら、「もうお前はいなく
てもいい」と言われているようなものだと思うばかりでなく、「退職を考えたほうがいい」
とほのめかされているとでも受け取るかもしれない。病状はよくなるどころか、受ける精
神的ダメージが大きすぎるであろう。しかしながら、この中国人の見舞い客は何もほのめ
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